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オサガメ科Dermochelyidae

オサガメDどγﾉ"“ﾙE“α〕ﾉ7α“α

Sc〃/電g"ノ（Garman；

短報

富山湾四方沖からのオサガメの記録毒

確認標本：l個体，体長（吻から尾の後端と

思われる）約1.7m，体重約30()k鮭

漁師の方からの情報による。

確認地：富111湾富山市四方沖（定置網にかか

ったものである｡）

確認年月|-|：1992年12月7日

南部久男

富山市科学文化センター

富山湾におけるウミガメ類の漂着状況は明

かではないが，オサガメが記録されたので報

告する。

オサガメの情報を提供いただいた北日本新

聞社本田光信氏に厚くお礼申し上げる。 富山溝のウミガメ類の記録は少ないが，ア

オウミガメ，アカウミガメ，オサガメが記録

されている（坂下，1955)。この目録による

と，アオウミガメは，岩瀬漂着（昭和9年10

月2711)，オサガメは，神通川河口漂泳(昭和

7年l()月25日）のデータが記載されている。

佐渡を含む新潟県沿岸のウミガメ類の1922

年から199()年における記録（漂着，定置網，

刺網等）では，オサガメが56例と最も多く，

次いでアカウミガメ27例で，その他，アオウ

ミガメ11例，ヒメウミガメ6例である（本間§

1990)。このうちオサガメは9月から3月まで

記録があり，1月が多い。
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坂下栄作，1955．富山県動物目録．l92pp・

自洗出版．

本|H1義治，199()．新潟･佐渡沿岸における大

型海産動物の漂着記録再調新潟大学理

学部附属佐渡臨海実験所特別報告.39pp．
図l富山湾四方沖で定置網にかかったオサガメ（北

日本新聞社提供）
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